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編集後記

輪島さんが心いているとおり、新任の鈴木聖fさんに強力に推し進めていただき、今回は合併号という
形でようやく刊行の遅れを取り戻しつつあります 執飛者の皆さん、校正などに協力してくださ った方々 、

そして鈴木さんに深謝いたします

私は息臼こ教えてもらった網野善彦 「古文1り返却の旅Jという新，岱に感銘を受け、 「後始末」というも
のは大事だなあ、と思う 11々 この 「阪大音楽学報」を軌道に戻すことも含めて、そろそろ「後始末」を
兵剣に考えないとと思っています。

（伊東信宏）

刊行が遅れている間に、枇の中がとんでもないことになってしまいました。しかし、今号も、時代、地

域、対象、方法論のいずれにおいてもきわめて多様な論文が集まり、阪大音楽学研究室の研究の幅の広さ

と質の邸さをお伝えできると確信しています。2020年度からは雅楽からストリップまでお一人でカバーす

るスーパー助教、鈴木型 fさんをお迎えし、この逆境の中でもさらなる発展が望まれます。ということで、
「来年はモア ・ペターよ」と懐かしの和製英語で締めたいと思います

（輪品裕介）

2020年春、本号の執喰者の一人でもある藤下さん （昨年度のCA)から丁率に仕事の引き継ぎをして頂
きつつも、大変な時期に航海中であった 「阪大音楽学報Jを前に、不安にならなかったといえば嘘になり
ますが、日執節者の皆さんが研究室や似1代館の閉鎖など悪条件を乗り越えて全力投球で取り組んでいる姿に

刺激を受けました また、猛柑•の中、気温と同じくらい熱く校正の補助に入 っ てくださった皆さんとも楽

しい時間を過ごしました。このような索睛らしい刊行物を持っている研究室に来たことを誇りに思います

（鈴木浬子）
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